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　本稿で扱うアルフレード・ミズーリは，1921年1月，中部イタリアのウンブリアで，最初の公式
のファッショを創設し，当地のファシズム運動の創始者，組織者，懲罰遠征の指導者となる。だ
が，21年11月のファシスト党結成後，ウンブリア・ファシズムの内部抗争に敗れて脱党し，異論派
（dissidente）ファシストとなる。その後，オッターヴィオ・コルジー二と共に立憲結社《祖国と自
由》を結成，反ファシストに転じていく。
　各ファッショ（ファシスト党支部）の内紛，内部抗争は既に22年に各地にその萌芽が見られ，
「ローマ進軍」後にはほぼ例外なしに全支部に出現し，内部抗争はこの時期のファシズムを特徴づ
けるものとなり，内部からも「ファシズムの危機」について語られるに至る（1）。
　ミズーリのケースもその1つであるが，「小さな原因のため，小さな個人によって闘われた小さ
な戦争（2）」である他の大部分のファッショで生じた内部抗争と異なり，ミズーリのケースは，ファ
シズムの将来に関する問題をはらんでいたこと，彼が下院議員であったこと，そしてファシズム内
部の問題を議会の場に持ち出したことによって地方的枠を越える全国的重要性を所有していた。
　ミズーリは，ナショナリストで，正党派であり，政治的には保守派であった（3）。この保守派ファ
シスト，ミズーリの反ファシストにまで至る軌跡を辿ることによって，勃興期の大衆運動としての
農業家ファシズムに参加して来た様々な分子の中で，保守派のファシズム観　ファシズム解釈を明
らかにすることができる。
　本稿の課題は，異論派ファシストの出現のケース・スタディとしてミズーリとその組織《祖国と
の自由》を取り挙げ，反ファシストに転じていく保守派のファシズム観，ファシズム解釈を検討す
ることにある（4）。
　（注）
　（1）　この点は，拙稿「ファシズムの危機」『明治大学教養論集』152号，1982年，参照。
　（2）　G．Lumbroso，　La　crisi　del　fascismo，　Firenze　1924，　p．114．
　（3）戦前，既に彼は，父の影響でペルージア自由主義者協会，その後，その内部で力を得たナショナリス
　　　　ト運動にも参加していた。但し，これは，研究活動のため中断された。A．　Misuri，　Rivolta皿orale，
　　　　Milano　1924，　p．8．ロッシー二によれば，戦前，自由・君主制協会の一員であった。　G．　Rossini，11
　　　　delitto　Matteotti　tra　Viminale　e　Aventino，　Bologna　1966，　pp．484－5．
　（4）　ファシストの異論主義（dissidentismo）を全面的に扱った研究はイタリアでもまだ無い。本稿の基礎
　　　　資料はミズーリ自身がCronistoria　documentataと記している資料の豊富な弁明書，　Riv。lta　morale，
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cit．，である。最近，《祖国と自由》に関する次の研究が出た。　L．　Zani，　Associazzione　costituzion－
ale　Patria　e　Liberta，《Storia　Contemporanea》，　Anno　V，　n，3（1974）．　cf．，　H．　W．　Schneider，
Making　the　fascist　state，　New　York，1928．　A．　Lyttelton，　La　conquista　del　potere，　Bari　1974，
pp．283　sgg．
第一章　ファシスト，A・ミズーリ
　ミズーリは1886年5月，ペルージアに生れ，自然科学と比較解剖学を修め，パレルモ，メッシー
　　　　　　　　り－ペロ・ドチエンチナ大学の獣医学の非常勤講師を経て，レッジョ・カラーブリアの王立高等学校，ペルージアの師範
学校の教授となり，戦前，いくつかの専門の著作，論文をものしていた。大戦には小尉として赤十
字に志願，大尉で復員した（1）。ミズーリの著作r道徳的反乱』への序文で，ジェローラモ・ラッツ
ェリは次のように彼を評している，「ミズーリは，戦争による落伍者で，かっての慎ましい職に就
くことを逡巡している者達，ファシズムのカードルの多数を形成している者達の1人ではなかっ
た。元アナーキスト，あるいは赤い1週間，あるいはフェッラーラの無数の農業争議の火付人では
なかった。要するに社会主義者の政治，組合組織の拒絶者であった。研究者，教養人であった（2）」。
このように，ミズーリは社会的脱落者でもなく，研究者，知識人であり，またムッソリー二を初
め，M．ビアンキ，　C．ロッシなどのファシストの幹部達，ファシズムの正常化を説いたたあミズ
ーリと同様に除名されるM．nッカ，あるいはファシスト・サンディカリスト達と異なり，左翼と
しての過去を一切欠いた人物で，一貫して保守派であった。
　戦後，ミズーリは，ウンブリアでの社会主義者の急速な拾頭に衝撃を受け（3），本格的に政治活動
に着手する。ミズーリは述べている。19年11月の総選挙（4）の日から「自分の時間を研究と家族の配
慮に費やしていた私は，孤独な性格に打ち勝ち，断固として闘争に参加」し，社会主義者の急速な
拾頭に脅威を感じた様々な市民，「元自由派，民主派，何人かの共和主義者や改良主義者」と接触
を持ち，政治綱領では一致出来なかったため，まず経済綱領で一致して，「中産階級の組合組織」
労働組合連合（Unione　sindacale　del　Lavoro）を組織した（5）。さらに20年の地方選挙後，政治組織
として社会・民主同盟を結成する（6）。この両組織共，階級闘争を排撃し，協同体（Corporazione）に
よる階級協力を掲げ，当時上昇期にあった左翼諸組織に対抗して，中産階級と穏健なプロレタリア
ートの結集を目指したものである（7）。
き1920年の地方選挙に，ミズーリは労働組合連合，復員兵士，自由派やその他の経済諸協会とブロ
ックを組み参加，ミズーリ自身，ペルージア市で多数を獲得，社会党市長に56票差にせまり，少数
派ではトップ当選を果した（8）。
　「工場占拠」敗北による社会主義勢力の退潮の最中で実施された地方選挙で社会党は，ボー平野
トスカーナ，ウンブリアでは大勝を拍したc9）。その直後，11月のボローニャ事件，12月のフェッラ
ーラ事件を契機にポー平野で大衆的ファシズム運動が爆発的に発展していく。そのような全国的な
情勢変化の影響を受け，ミズーリも，21年1月23日，フィレンツェからやって来たザンボー二大尉
と協力，数十人ほどでペルージアに戦闘ファッショを結成し，ウンブリア〔ウンブリアは当時，ペ
ルージア1県から成っていた〕でのファシズム運動の先駆者，組織者となり，懲罰遠征の指導者
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となっていく（10）。「ペルージアのファシズムの勝利の上昇の開始を示した行動は，コムーネ宮殿
〔市庁舎〕に対する攻撃であった。正真正銘の闘争で，当地のボリシェヴィキは放逐され，辞任を
余儀なくされた。その時からファシスト行動隊は土地から土地へ，毎日毎日，その目的を完全に達
成するまでに敵を弱体化させ，全ウンブリアのあらゆる方面に拡大した。この部隊の指導者（duce）
は，常に活動的で倦むことを知らないA．ミズーリであったく11）」。
　ミズーリに率いられたファシズムの前に，ウンブリアの社会主義勢力も，ポー平野や，トスカー
ナ州と同様に，21年前半に全面的に敗北してしまう。そのことは，21年5月の総選挙の結果に如実
に示されている。ファシストを含む国民ブロックは54％を獲得し，全国最高の得票率を示した。逆
に，左翼勢力は，前回に比べて，全体で22．1％減で，この減少も全国最高であった。これに次ぐの
は，エミリアの21・4％減，ピエモンテの9．5％減である（12）。ミズーリも，国民ブnックのファシス
ト候補として，ウンブリア地区では3万票余りを獲得，トップで当選した（13）。
　その後，議会進出を果したファシズムは，ムッソリー二の個人行動によって，2度，危機に襲わ
れる。最初は，国王臨席の議会開会式出席問題をめぐるもの，二番目は，21年8月，ファシスト党
と社会党，労働総同盟との間で締結された相互の暴力行動の停止を内容とする「平和協定」をめぐ
る問題である。前者は，王制を支持するか否かの問題で，ムッソリー二は，ファシズムとナショナ
リストと区別し，ファシズムの態度を明確にするために，「共和制の傾向」を持ち出したが，ファ
シスト議員は出席と欠席に分裂した。そして事態収捨のため，ムッソリー二は，ミラノに中央委員
会とファシスト議員の合同の全国協議会を召集した。が，結局，開会式出席，つまり王制支持が多
数を占め，出席は個々の議員の自由意志に委ねられることになった（14）。王党派のミズーリは当然
出席論の立場であった。その理由として，南部，島部（サンデーニャ，シチリア）では君主制精神
が強く，中部，北部でも共和制支持の地帯はわずかという国民意識を考慮すべきこと，さらに，君
主制は方向を喪失した国民意識のための結集点であり，そのため王制の下でイタリアの統一を維持
すべきであるという原理的な問題を挙げている。だが，それだけでなく，そこにはミズーリのファ
シズム解釈に関わる根本問題を指摘できる。ミズーリによれば，ファシズムは理論と政治的実践に
おける不可知論（agnosticismo）を特徴としており，1そのため，選挙戦においても，具体的綱領，
積極的綱領を示さず，唯一の思想として「イタリア文明の救済」を訴え，ファシストの反ボリシェ
ヴィキ行動の称賛という「否定的綱領」を掲げて戦ったにすぎず，従って，王制の否認，あるいは
体制変革の問題を提出することは選挙民を欺くことになる，という理由づけである（15）。
　他方，「平和協定」をめぐる問題では，ミラノの中央委員会と大都市のファッショが支持，それ
に対して，農村ファシズムの指導者達は，敵に再起の機会を提供するにすぎないと一斉に反対し
た。この対立は，21年11月，ローマ大会で，ファシズムをそれまでの運動体から党に変更すること
で一応の結着がつけられる（16）。ミズーリはその移行を次のように説明している。「ファシズムを導
くための，それに堤防を築くための，それを秩序づけるための，がらくたから解放するための道を
見つける必要があった。……以前には存在しなかった理念を作り上げる必要があった。否定的役割
は克服された。ボリシェヴィズムは打倒された。それで隊列を解散するか，そのまわりに党を秩序
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づける教義を創造する必要があった。……我々は躊躇せず，決然と党への変更を弁護した（17）」。そ
の結果，結成された国民ファシスト党の中央委員会に，ミズーリもウンブリア代表として参加す
る。
　しかし，「平和協定」に反対したミズーリも本心では党結成には賛成ではなく，組織規律を遵守
するという点で，それを支持したにすぎない（18）。というのも，ミズーリがファシズム運動に参加
したのは，それが「ボリシェヴィキ」を打倒しうる全国的運動として有効であると認めたからであ
った。彼のファシズム認識はこの一点に関わり，それ以下でも，それ以上でもなかった。ムッソリ
ー二は「平和協定」によって，理論の欠如と行動の重視を特徴とする農村ファシズムに「政治」を
導入し，自己の統制下に置くことを図ったが，ミズーリはまさにこの「政治」に反対であった。そ
の後，党形成によって，ファシズムは政治運動として独自の論理を所有し，自律的勢力として自己
の道を歩むことになるが，それは，ファシズムに左翼勢力からの「解放」（Risc。ssa）を託したにす
ぎない保守派ファシストのミズーリの思惑を越えるものであった。
　その意味で，すでにこの段階で，ミズーリのファシズム理解と現実の政治運動としてのファシズ
ムとの間に認識の乖離が認められる。そして，この乖離はウンブリア・ファシズムの内部抗争とい
う形を採って爆発することになる。
　次に，後にミズーリの協力者となるコルジー二を見ておこう。
　1889年3月，レッジョ・エミリア県に生れたコルジー二は，会計士の資格を持ち，農業問題の専
門家であった。銀行員から，19年8月，結成と同時に，レッジョ・エミリアの農業家の組織県農
業会議所の書記となり，当地の社会主義運動と対決，レッジョのファシズム運動の創設者，鼓吹者，
となる（19）。
　レッジョ・エミリア県は，北部工業都市とならぶ社会党の最強の基盤をなすポー平野に位置し，
カミッロ・プランポリー二の指導する福音社会主義の拠点をなし，ウンブリアに比べてはるかに社
会主義者の勢力の強い土地であった。この改良派社会主義者の長年の努力により，戦後，社会党は
自己の獲得した自治体を軸に，労働会議所，200以上を数える各種協同組合，農民同盟，労働組合
を通じて，県の政治，経済を支配し，「自治体社会主義」を実現するに至った（20）。
　社会党は，19年11月の総選挙で，人民党の11，783票，保守派ブロックの8，766票に対して，
42，840票を獲得，圧倒的強さを示し（2D，20年10月の地方選挙でも，県議会と共に，県のコムーネ
（自治体）総数45の内38を獲得，その力を再確認した（22）。
　県農業会議所の書記として，また，ファシストとしてコルジー二が対決したのは，この強大な社
会主義勢力であった。
　22年11月3日，自由主義新聞『ジョルナーレ・ディ・レッジョ』は，コルジー二の農林次官就任
を祝して，次のように彼を賛えた，「強力な組織者，商業上，経済上の諸問題を深く認識している
者，真に近代的で，極めて独特な組織たる農業会議所の発展は彼に負っていた。それは地主，小借
地農折半小作農を一緒に含み，調和させている。……彼はレッジョのファッショの創設者であ
り，精神であった。偽善的な福音社会主義でおおわれた官僚的，私欲の追求的装置によって，30年
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問レッジョを抑圧してきた恐るべき社会主義者の機構の解体は，とりわけ彼のおかげである。勇気
と規律のために称賛すべきスクワドリスタ（ファシストの行動隊員）であった（23）」。
　農業労働者の過剰に由来する労働力の需給関係の極度の不均衡と，それに帰因する農業労働者の
劣悪な労働，生活条件の改善のため，ボー平野の他の土地と同様に，レツジョの社会主義者も階級
的職業斡旋所を軸に地域の全農業労働者を独占的に組織し，農業家に対抗した（24）。そのため農業
家の方では，「労働力のトラスト」と呼び，激しい憎悪をこの階級的職業斡旋所に向け，そのため，
これは社会主義者の諸組織彼らの掌握する自治体とならんでファシストの主要な打倒対象とな
る。
　コルジー二が社会主義者の「労働力の独占」に対置したのは自由主義経済の原則である。22年7
月4日，下院で，ファシストの職業斡旋所に対する暴力的攻撃を擁護する演説で，次のように述べ
た，「階級的職業斡旋所は優れて革命的手段であると私は述べた。それは表面上は規律の維持と労
働の公平な分配のために出現したが，現実は労働力を独占し，企業経営の自由を窒息させ，反経済
的な賃銀，過剰な労働力，馬鹿げた労働時間を強制し，農産物を徴発している（25）」。
　その意味でも，コルジー二の指導したレッジョのファシズムは典型的な農業家反動であり，コル
ジー二はファシズムと農業家の一体性を具現していた人物である。事実，23年7月28日，ボローニ
ャのファシストの新聞『アッサルト』（サンデイカリスト的色彩の強いD．グランディの創刊した
新聞）は，彼がファシスト党を除名された時，「ファシズムに，社会主義に対する激しい反発と労
働者組織に対する徹底的な闘争」しか見ていない「頑固で確信的な保守派」と述べた（26）。また，
23年3月のファシズム大評議会でのファシスト・サンディカリズムをめぐる討論において，コルジ
ー二は，ロッソー二，ファリナッチの統合組合（同一組織に経営者，労働者，技術者を統合する）
の方針に対して，自由主義経済の原則に固執して経営者組織の独立性を擁護し，両名提出の動議に
大評議会のメンバーの中で唯1人反対した（27）。
　さらにレッジョ・エミリアのファシズムは，ナショナリストとの関係が極めて良好であったこと
もあって，19年綱領の左翼的傾向を全く欠如し，所有の防衛　国家の権威と社会的「ヒエラルビ
ー」の回復，王制への忠誠と保守的傾向が強く（28），そのため，21年の総選挙で国民ブロックのフ
ァシスト候補として当選したコルジー二は（29），議会開会式出席問題でも出席の立場を取り，また
「平和協定」をめぐっても，ムッソリー二の態度に反対の立場を採った。
　だが，彼の自由主義経済の思想は，ファシズムの急速な発展とともに，経済界との接近を推し進
あるムッソリー二にとり，都合の良い思想であった。そのため，22年に，コルジー二はマッシモ・
ロッカと共に，ファシストの経済綱領の起草を許され（3°），さらに，ムッソリー二政府の農林次官
に起用されるに至る。
　以上，見てきたようにコルジー二は，いわゆるファシストというよりも，ミズーリと同様に，純
粋な保守派であったと言える。ファシズムに，戦後の混乱した秩序の再建を託したにすぎない。そ
のため，その後，ファシストは非合法活動を停止し，国家再建のために正常化するよう説くに至
る。だが，コルジー二は，ミズーリのように，内部闘争に敗北して，除名されたのではなく，23年
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5月29日の，ミズーリの議会演説を公然と支持したためであった。けだし，両者には，王党派，保
守派，権力に就いたファシズムの堕落に対する批判（31）という点で多くの共通性があった。
（注）
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
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（12）
（13）
（14）
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（17）
L．Zani，　art，　cit．，　P．396．ミズーリの略歴に関してはG．Rossini，　op．　cit．，　PP．　484－5参照。
A．Misuri，　op．　cit．，　PP．　X－XI．
ミズーリは述べている，「19年夏の食糧暴動の時，社会主義の指導者達は文字通り情勢の支配者であ
った。暴九略奪の周知の光景が生じた。人民のカでペルージァ市の自由主義者の市政府は辞職させ
られた。このあっけない崩壊後，中産階級の意気阻喪は県庁都市から県全域に拡まり，政治，行政の
地滑りが始った．短期間で（郡のすべての中心都市を含む）ウンブリアの50以上の最も重要なコムー
ネが社会・共産主義者の手に落ちた」Ibid．，　pp．16－17．ちなみにムッソリー二はこの食糧暴動を支持
した。
19年11月の戦後初の総選挙の結果は，社会党55，837票（46．9％），当選5人（前回13年の選挙では17，
000票，17％当選者0），自由派29，101票，人民党20，073票，統一名簿を提出した急進党，共和党，改
良主義者，復員兵士は13，302票であった．社会党の得票率はエミリア州の60．1％，ピエモンテ州の50
％についで全国3位であり，全国平均32，2％をはるかに上まわっていた。J．　Petersen，　Elett。rato　e
base　del　fascismo　negli　anni　venti，《Studi　StQrici》，　Anno　XVI，　n．3（1975），　p．636．なお，ウ
ンブリアにおけるファシズム出現の背景に関してはF．Bo91iari，　Il　rnovimento　contadino　in　Unbria
da11900　al　fascismo，　Milano　1979，　Politica　e　societa　in　Italia．　Dal．　fascismo　alla　resistenza，　a
cura　di　G．　Nenci，　Bologna　1978参照．
A．Misuri，　oP．　cit．，　PP．17－8．戦闘ファッシとの関係について「ミラノで出現していたファシスト
運動に少しばかり霊感を受け，われわれは理念を討論し，地方の環境に適用しようとしたが，何人か
の政治気質がそれを許さなかったため，あるいは当地の情勢がまだ成熟していなかったため，ウンブ
リアではファシズム運動を実現できなかった」と記している。Ibid．，　P．18．
Ibid．，　p．21．
両組織の綱領共，Ibid．，　PP．241－9に再録。
Ibid．，　p．19．
拙稿「イタリア・ファシズム発展の一断面」『季刊社会思想』2巻3号（1972年）参照。
「何人かの勇気ある者達がファシズムの観念の擁護者となり，ペルージアの無感動な環境で骨折って，
その後，成功裡にその観念を表し始めたのは20年末頃であった。その中にA．ミズーリがおり，彼は
急速にファシストのすべての遠征の冒険者（ardito）となった」。　Il　IodQ　delr　inchiesta　De　Vecchi．
Teruzzo　sul　caso　Misロri－Pighetti　e　sul　fascismo　umbro，　in　A．　Misuri，　op，cit．，　pp．258－9（こ
の文書は以下，111Qdo　de11’inchiestaと略記）．
Ibid．，　pp．　258－9．警察長官セニーゼは42年2月8日付けのムッソリー二の特別秘書宛書簡でミズー
リを「その性格の激しさ，行動の大胆さ，衝動性によって有名であった」と評していた．G．　RQssini，
oP・cit・，　PP．484－5，ウンブリアのファシズムは3月までにほぼ全土を征服する。この点はG．　A．
Chiurco，　Storia　della　rivoluzione　fascista，1，　Roma　1972（縮小，新版），　pp．171－5．参照．
J．Peterseni　art．　cit．，　p．641．
G．Rossini，　op．　cit．，　p．484，
この問題に関してはR．De　Felice，　Mussolini　il　fascista，1，　Torino　1966，　pp．95－9．参照．
A．Misuri，　op，　cit．，　pp．24－6，28．
この問題に関してはR．De　Felice，　op．　cit．，1，　pp．124　sgg．　E，　Santarelli，　Storia　del　fascismo，　’1，
RQma　1973，　PP．252　sg9．参照e
A．Misuri，　op．　cit．，　pp．33－4．
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（18）
（19）
（20）
（21）
（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
「ファシズムが党になった時，それに反対であった彼は新しい指示に規律をもって服した」と1110do
delr　inchesta，　p．264．は指摘している。
L。Zani，　art．　cit．，　p．397．
レッジョ・エミリアのファシズムの起源に関してはR．Cavandoli，　Le　origini　del　fascismo　a　Reggio
Emilia，　Roma　1972．参照。タスカはレッジョの社会主義の特徴について次のように記している・「社
会主義の幹部達は説明していた，『われわれのもとでは既に権i力にいるnイタリア全土がレッジョ・
エミリアになれば“革命”は為される』と。この『1県の社会主義』は深さにおいて得ていたものを
拡がりにおいて失っている」。A，　Tasca，　Nascita　e　Avvento　del　fascismo，　Bari　1965，　p．543．
R．Cavandoli，　op．　cit．，　pp．43－4．
Ibid．，　pp．91－2．
Ibid．，　p．113．
前掲拙稿「イタリア・ファシズム発展の一断面」参照．
R．Cavandoli，　op．　cit．，　p．120．
R．De　Felice，　op．　cit．，1，　p．448．
Partito　Nazionale　Fascista，　Il　Gran　consiglio　nei　primi　dieci　anni　de11’era　fascista，　Roma　1932，
pp．39－45．　M，　Rocca，　Come　il　fascismo　divenne　una　dittatura，　Milano　1952，　pp．150－1．
R．Cavandoli，　op．　cit．，　pp．137－8，234．
Ibid．，　p．155．
これは22年8月29日一30日の『ポーポロ・ディタリア』に「公財政の健全化のために」と題して発表
された．R．　De　Felice，　op．　cit．，　pp．242，32g＿32．
コルジー二は農村次官の時，「ポンティーネ干拓」にまつわるスキャンダルを調査し，ファシストの
高官，首相府新聞局長（C．ロッシ）のからんだ投機事件をムッソリー二に告発した。G・Lumbros。・
op．　cit，，　p．118．　L．　Zani，　art．　cit．，　pp．397－8．
二章　異論派ファシスト，A・ミズーリ
　（一）　ウンブリア・ファシズムの内部抗争
　次に，ウンブリア・ファシズムの「ドゥーチェ」ミズーリが脱党するに至る内部抗争とその経緯
を具体的に見ていこう。ウンブリアでは他の地方のように分派が形成されなかった点に特徴があ
る。ウンブリアでの抗争の主役はミズーリ，ファシスト党結成にあたって，州書記からファシスト
党の3人の副書記長の1人となったバスティアニー二，彼に代って州書記となったフェリッチョー
二，ファシスト組合の指導者で毒ったピゲッティであるが，特に，ミズーリとバスティアニー二，
ピゲッティとの対立が中心となる。
　バスティアニー二は（1），1899年，ミズーリと同じペルージアに生れ，13歳若い。戦争に志願，こ
の当時は農業高等学校の学生で，ペルージア・ファッショの結成に参加，その後州書記となり，ミ
ズーリ，フェリッチョー二と共にウンブリア・ファシズムの指導者となる。議会開会式出席問題を
除き，「平和協定」，党への移行の問題と，21年8月に創刊した自分の新聞rアッサルト』紙やファ
シズムの全国集会で彼は常にミラノの戦闘ファッシシの中央の方針を支持し，そのため，ファシス
ト党結成にあたり，23歳の若さで指導部の一員となり，さらにスタラーチェ，テルッッォと共に副
書記長に起用された。
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　ピゲッティは，ウンブリアでは「未知の人物」で（2），20年8月14日，戦闘ファッシの副書記長C．
ロッシによりペルージア・ファッショ樹立のための全権委員（fiduciario）に任命されたが，ペルー
ジアのファシストと社会主義者との最初の激しい闘争には参加せず，書記としてファシスト組合の
活動に没頭していた（3）。21年5月の総選挙には復員兵士の候補として国民ブロックに参加し，最下
位で当選し（4），当選後，ファシスト議員団の一員となる。
　潜在していた対立の顕在化は，フェリッチョー二とピゲッティの組合活動をめぐるスキャンダル
の風説が広まり，それをミズーリが職権で調査し，兵士達がその結果を公表したことに始まり，そ
の真疑をめぐるミズーリ，フェリッチョー二，ピゲッティとの決闘にまで発展した（5）。デ・ヴェッ
キーテルッツォの調査裁定によれば　ミズーリとピゲッティの対立は，明瞭な区別もどちらが先か
も指摘するのが困離な，個人的対立，政治的対立という2つの側面を持つもので，「2つの全く対
立するメンタリティーが最初の接触から衝突した。不一致が明瞭でなかった時でも，精神と政治方
針の相違は明白であった（6）」とされる。
　ミズーリによれば，バスティアニー二とフェリッチョー二は「秘かに」対立してはいたが，決定
的瞬間には同盟して，ピゲッティを引き入れ，「彼らは，ファシズムを通じて，政治的，経済的立
場を自分のものにし，子分達（clientele）の網と職業的政治屋達の支持者を作り挙げるため，ブリ
ーハンドを持とうとし」，この「3人組」は「短期間でウンブリア・ファシズムの美しい組織を破
滅させ，不用意で買収されやすい職業的ファシストのシステムを作り挙げた（7）」。
　その後の諸論文で明確にするように，ファシズムの任務すなわち，ボリシェヴィキの打倒と旧
秩序の再建という任務は21年に終ったという認識を持つ（8）ミズーリはファシズムを自発的運動と考
え，政治勢力として1人立ちし，独自の道を歩み始め，政治的，職業的ファシストを集め党の官僚
機構を構築し，党勢拡大のため様々な分子を加入させていくファシスト党の政治運動としての固有
の論理を拒否し，現状をファシズムからの逸脱，堕落とみなした（9）。　　　　　　　Lt’
　とりわけ，バスティアニー二との対立は表面的には個人的色彩が濃いが，本質は，このファシズ
ムの現状認識にかかわるものである。そのため，バスティアニー二批判は，彼個人に対する批判に
留まらず，他の多くの異論派と同様，党中央とムッソリー二の取巻批判と直結している。
　「既に，古い中央委員会内に，今日支配している不吉な徒党の原初的な核，rポーポロ・ディタリ
ア』紙の編集部の小さな宮廷が形成され始めた。これは，あらゆる策略によってますますムッソリ
ー二から孤立させられた他の中央委員を犠牲にして，編集長を祭り上げ始めた。この徒党は，非常
に威信をもってモンテチトーリオ（下院）に入った様々な州のファシズムの創造者から成る議員団
に，その自然な敵を見，あらゆる手段でそれを打倒しようと決意した。ファシストの代議士達の代
理人をその軌道に引き入れ，彼らに利益と甘言を与え，高給でファシスト官僚に取り込み，彼ら
に，県で，ファシス『ト議員達の地盤と威信を侵蝕する権限を与えた」。この「徒党は美しい女のま
わりにいるように，ムッソリー二におもねっていた」。「指導者のデマゴギー精神は，彼らが信用す
る人間に拡まり，こうして，数を増やすために，あらゆる分子を大量に受け入れた。県全権委員は
徴募者数によって価値が判断された（1°）」。ここに，下院議員ではなかったバスティアニー二へのあ
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てこすりを読み取るのは容易である。
　実際，ミズーリは，バスティアニー二が，個人的に引き立てた人物（11）であるにもかかわらず，
中央指導部に傾斜し，野心家，出世主義者，職業的政治屋と批判され，私的利益の追求に汲々とし
て，全国的指導には相応しくない者達からなると下部の多くのファシスト達から非難される党指導
部の一員（12）となったことに我慢がならなかったと言える。他方，ミズーリとピゲッティの対立に
は，個人的対立と共にミズーリの保守性を示す思想対立を明瞭にみてとれる。それは，ピゲッティ
に指導されたファシスト・サンディカリズムをあぐる問題である。
　ミズーリも，既に見たように，19年に，「階級協調」を絶対原理とする中産階級の組合組織を結
成したが，当時上げ潮にあった左翼の組合運動の前に，その試みは成功しなかった。他方，ファシ
ズム運動の中には，旧革命的サンディカリスト系のファシスト・サンディカリズムの強力な潮流が
あり，彼らが主力となってファシスト組合運動を組織しており，ピゲッティもその一員であった。
このファシスト組合は「階級協調」を原則，「階級闘争」を例外としていたが，その指導者達が，
かって革命的サンディカリストであった事実は，彼らが必ずしも経営者側に立つとはかぎらず，経
営者側の出方次第では「階級闘争」をも実践していた。事実，ムッソリー二政権i成立後の23年に発
生したストライキ件数も，国民経済省の統計によれば，その内26・38％がファシストのイニシアテ
ィブによるものであった（13）。しかも，ファシスト・サンディカリストの目指す方向は，既に見た
ように，コルジー二も強く反対した「統合組合」であった。
　ウンブリアで，そのような組合運動を実践していたピゲッティに，保守派のミズーリが敵対した
のも当然と言える（14）。「ミズーリの政治活動は常に首尾一貫してファシストの原則と完全に調和し
ていた。……だが，同僚ピゲッティによりなされた組合組織を不十分でデマゴギー的と判断するた
め」この組合組織の理念を分かち持たなかったと調査裁定は述べている（15）。サンディカリストで
はないデ・ヴェッキとテルッツォがミズーリに好意的であったのも当然である。そして，2人はピ
ゲッティの指導するウンブリアの組合のデマゴギー的活動の例として次のような事実を挙げてい
た。ペルージアの県精神病院の看護人の争議の際，それが公共事業の従業員であることを無視し
て，合法的妨害戦術とストライキの威嚇を行ったこと。税務所（esattoria）の職員の全国的な坐り
込みストの際，ピゲッティの指導するウンブリア組合会議所は，それに公然と連帯を表明したこ
と。さらに，会議所はその農村支部に，任務に不適当で，ファシズムの組織自体と道徳的結合を間
接的に危険にさらしたため，その後追放されたような，いいかげんな者達を派遣したこと（16）。
　以上，見て来た点からも，調査裁定が，ミズーリにきわめて好意的であったことが理解される。
そして，ピゲッティを他の土地へ移籍することによる解決を党指導部に提案していたが（17），党指
導部に握りつぶされ，公表されなかった。
　（二）　ミズーリの脱党・除名
　22年2月1日，ミズーリとフェリッチョー二，ピゲッティとの決闘の翌日，ファシスト党議員団
指導部は，ムッソリー二の名で同文の電報をミズーリとピゲッティに送り，和解を勧告した（18）。
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ミズーリはムッソリー二にその回答書簡を送り，議員団の電報が公表されたことを理由に新聞に発
表した。その中で彼は，「いかなる和解も，信念と最も低俗なデマゴギー的政治主義との間では不
可能である」と和解を拒否し，「議員団と党の厳しい調査」を要求，次のように断固とした自分の
決意を表明した，「私は事態を極限にまで持って行く決意をしており，私はきわめて無規律になる
とあなたに警告する。ウンブリア・ファシズムが初期（prima　ora）の理想に戻るとすれば，私は留
まる。出世主義と思惑に溺れた無関係な分子によって腐り続けるとすれば，私は去る。……あらゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カピタ－ノ・デイ　ヴエントウ－ラる個人的憎悪を越えて，ファシズムの純粋さと，いかなる傭兵隊長のための征服地でもな
い私の高貴なウンブリアの威信とのために，闘うという断固とした私の決意が支配している（19）」。
　ミズーリの要求を受け容れ，デ・ヴェッキ（議員団の代表），テルッツォ（党指導部の代表）が
再調査を委任され，既に何度も引用した調査裁定を作製したが，ミズーリに好意的すぎたため，ミ
ズーリの引き渡し要求を拒否して，党指導部は握りつぶし，実質的にミズーリの主張を拒否した。
しかも，3月29日，党ペルージア支部臨時大会はバスティアニー二との「完全で無限の連帯」を決
議した（2°）。こうして，中央でも，地元でも，自分の主張が受け容れなかったため，ミズーリは脱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクワドリスタ党を決意・ムッソリー二（3月31日付けの新聞（21））と，ファシ ト行動隊員（4月8日）に離別
の書簡（22）を送り，脱党，ナショナリストの陣営に移る。
　だが，重要なことは，ミズーリは党を見捨てても，ファシズムそのものを見捨てたのではなかっ
たことである。「私は公式のファシズムの軌道においてよりも，むしろその外でファシズムに留ま
る（23）」。「あなたの初期の理念を失なわないためには，ファシストであるためには，他に移る必要
があると確信せざるを得なかった」（前記ムッソリー二宛書簡）。「向うにはファシズムのガラクタ
が，こちらには私のようにファシストに留まるために，ファシズムから出る者がいる」。（前記スク
ワドリスタ宛書簡）。
　ここに，ミズーリの具体的なファシズム観を見ることができる。ミズーリにとり，重要であった
のは自発的に登場して来た「起源」の「純粋」なファシスト達の運動とその理念　換言すれば
「反ボリシェヴィキ」運動，左翼からの解放と復古運動としてのファシズムであり，ファシズムの
政権接近によって大挙流入してきた日和見主義者1出世主義者，野心家に汚されていないファシズ
ムであった（24）。要するに行動的ファシスト，ミズーリは政治的ファシズムを拒否したのである。
　ナショナリストに移ったミズーリは，青シャッ隊（Sempr6　Pronto）の「組織・宣伝総監」（ispe－
ttore　generale　per　1’organizzazione　e　per　la　propaganda）に任命され，ナショナリストとファシス
トの対立で内戦状態にあった南部に力を注ぎ（25），また，「ローマ進軍」の時には，ローマの青シャ
ツ隊の司令官の1人として，王制をファシストの攻撃の可能性から守るために行動した（26）。
　その後，23年3月，ファシスト党とナショナリスト協会の合同がなされ，ミズーリを困難な立場
に置くことになる。合同の結果，ミズーリはペルージア・ファッショからn一マ・ファッショへ移
籍することを求められた。その間も，ミズーリはウンブリアの内紛の真相究明をムッソリー二に執
拗に要請し続けた。が，ムッソリー二はそれに取り合わなかった（27）。
　その時，ミズーリは，デ・ヴェッキ（28）から，偶然に調査裁定を入手，それを反ファシストのG．
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アメンドラ系の新聞『モンド』に公表し，再度，ムッソリー二に意見の変更を迫った。ここで，既
にミズーリは，ファシズム内の問題を外部に持ち出し，ファシズムの枠を踏み越える行動に出てい
る。
　その結果，5月8日，党執行評議会（改組された党指導部）は，ムッソリー二の支持を得て，正
式に通告することなく規律違反の廉でミズーリを除名した（29）。ムッソリー二にとっては，ウンブ
リアの事態は他の無数の各地で頻発している内紛のひとつにすぎず，ミズーリの執拗さは嫌悪感を
感じるにすぎないものであった。
　その後，ミズーリは，党指導部のそのような措置に対抗，5月29日，ファシズムの堕落を議会で
明らかにする決意をし，そのことを事前にムッソリー二に通告した。ミズーリは「私と彼の間には
憲法があると」ムッソリー二の逮捕の威嚇をはねのけ（3°），ムッソリー二は欠席したが，議員と聴
衆で満員の議場でファシズムの腐敗とその原因を追求する演説を敢行した（31）。その中で，ファシ
ズムの欠陥として，新参者による異常肥大（50万の党員と20万の黒シャッ隊），－F聖職売買者」が聖
なる党の中核を圧倒し，党が行政に有害な影響を及ぼしていること，閣僚会議は大評議会の決議機
関に成り下っていること，ムッソリー二が外交に没頭しすぎている結果，内政の協力の欠如をもた
らしたことなどを指摘し，欠陥の是正として以下の諸点を要求した。ファシストの精神と諸組織の
動員解除，全ての「健全な国民的潮流」に政府の基盤を拡大すること，議会の正常な機能の再建
政府に対する党書記長の，県知事や他の地方当局に対する政治書記の干渉の排除。
　これは，要するに，ファシズムの「正常化」の要求であり，23年9月にマッシモ・ロッカにより
口火を切られる修正主義論争に先行するものであった（32）。ロッカを初めとする修正主義者がファ
シストの新聞，雑誌によって正常化を説き，あくまでもファシズム内部の問題としてことを処理し
ようとしたのに対し，ミズーリはファシズムの外，議会の場にそれを持ち出した点に，彼の行動の
重要性があった。そのため，当然にもムッソリー二の怒りを買うことになり，当日の夜，ミズーリ
は下院近くの路上でムッソリー二の命令になるボローニャのファシスト達によって襲撃され，重傷
を負う（33）。
　ムッソリー二が懸念したように，この演説の反響は大きかった（34）。農林次官コルジー二を初め，
6人のファシスト議員（2人のファシスト，4人のナショナリスト）が，演説を終った時，公然と
支持　5人はその後，詫びを入れて屈服したが，コルジー二は6月1日，農林次官を辞任し，7月
27日，党指導部により除名される（35）。さらに，フェッラーラの若い異論派ファシスト達は，ミズ
ーリの演説内容には同意しなかったが，彼が襲撃されたという事実に，自分達も迫害されている事
実を二重写しにして，同情を示し，「ミズーリ万歳，ムッソリー二に死を，暗殺者バルポに死を」
と彼への連帯の落書を壁に書いた（36）。また，地元ウンブリアでも，6月10日，アッシジの15人の
ファシストは，公開状を発表し，ミズーリとの連帯とその追放に抗議し，脱党した。「22年10月の
栄光の日々の後，あらゆる種類の人々のファッシへの浸透。これら新しいエセ・ファシストの不快
で厚かましい恩知らずは，第一にその血と犠牲によって出現し，その誕生にあたって正直で高潔な
精神によって非常に愛されたが，今や高い理想に照応していない党から辞任することは，古いスク
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ワドリスタにとり義務であると我々に考えさせた（37）」。また，テルニの「古参」ファシストも抗議
宣言を発表，その執筆者と配布者は逮捕された。「我が中小の幹部達は規律という言葉をあまりに
も濫用した。もう沢山だ。我々は自由のためにファシストになった。……自由な人間，古いファシ
ストとして，我々は初期の英雄時代の我々の唯一人の真の隊長である純粋ファシスト，A・ミズー
リの追放に精力的に抗議する。同様に，ミズーリーピゲッティの裁定に，彼らの評価と賛辞を公然
と表明したn一マ居住のウンブリアのファシスト学生の追放に抗議する（38）」。
　だが，この段階においても，ミズーリのムッソリー二に対する信頼はまだ決定的に失せてはいな
い。前述のテルニのファシストの宣言に対する回答で「ドゥーチェに訴えよ。彼は確実に諸君を理
解し……秩序と正義を樹立するであろう」と述べていた（39）ように。
　このミズーリのムッソリー二主義の幻想が崩れ出すのは，「ローマ進軍」の記念集会にボローニ
ャにやって来たムッソリー二と襲撃の張本人とが一緒に映っている新聞（10月30日）の写真を見て
からである（4°）。そして，コルジー二と協力し，各地の異論派の結異に向う。「異論主義は拡がっ
た。他方面から，正確な指示の下にこの運動を協力させるための要請が私とコルジー二にやって来
た。確かな同時性と新聞による普及の確信によって，その点につき世論を向けることができるた
め，議会の開会を待った（41）」。そのため，ミズーリが政治的部分をコルジー二が組合部分と任務分
担をしたが，ムッソリー二は，下院を10日間休会した後，解散した。そこで二人は演説草稿を公表
した（42）。
　この新聞に発表された下院演説の意義について，フィレンツェの異論派ファシスト，ルンブロー
ゾは次のように記している。「ファシストの異論主義の多様な側面に共通の綱領的基礎を据える必
要があった。ファシズムを起源の純粋さに再び導き，暴力と非合法の情勢を終らせる緊密で同質的
な組織を樹立するために，個人的・地方的な小っぼけな戦争を克服する必要があった。この計画へ
の最初の言及は，ミズーリの為されなかった議会演説である」（43）。
　この演説は前の議会演説の論点を再度，取り挙げ，ファシズムの堕落を断罪しているが，前回に
比べて新しい点が見られる。無条件的なムッソリー二崇拝が影を潜めていること，公式のファシズ
ムに見切りをつけ，自律ファッシに希望を託している点である。ミズーリは述べている。党の悪は
政府の悪となり，ムッソリー二はそれを一掃する勢力をもはや所有していない。「自律ファッシは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポンタ－ネオ至る所で樹立され，増大している。他の多くのファッシは形成途上にある」。「その運動は自発的
で，これまで，そのイニシアティブは地方的でバラバラであるとはいえ，全国的である」，それは，
ファシズムの解体を目指すのではなく，「むしろ，あらゆる犠牲を払っても，起源の精神とドゥー
チェへの共通の献身を救う」ことである。「ファシズムに忠実であるために反乱を起した」2入は，
これまで，自律ファッシの形成にはいかなる役割も果してこなかったが，「理念上，我々は両者が
属している自律ファッシを擁護し，ここで，大声で，その，自由な体制下での社会的再建と和解の
ため，自律ファッシの特別任務を告げる」。「最終的名称がいかなるものになろうとも，国に奉仕す
るファシズムの真の良心（coscienza）は徐々に，自律ファッシに移るであろう」。
　こうして，公式のファシズムに見切りをつけ（44），選挙戦を利用して，各地の異論派ファシスト
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を結集するべく，24年1月31日，立憲結社《祖国と自由》を結成する。その前に，異論派について
次節で見ておこう。
　（三）異論主義（dissidentismo）
　異論派（dissidente）とは各ファッショ内の対立（dissidio）に敗れ，公式のファッショから分裂，
あるいは批判的立場を取るに至った内部反対派のファシスト達のことである（46）。「ローマ進軍」に
既にその萌芽が表われていた異論主義の現象それを生み出した各ファッショの内部抗争は，「ロ
ーマ進軍」後，全面開花し，24年1月，党全国協議会でムッソリー二が「23年全体を通じて，党の
苦難は恐るべきものであった」と語る（46）ように，ファシズム＝ファシスト党の活動を麻痺させ，
危機に陥れた。　　　　　F
　ルンブローゾは次のように異論派の出現を説明している，「ほとんど全てのイタリアのファッシ
ョで，初期（prima　ora）ファシズムを評価し，最近数ケ月に流入して来た出世主義者と政治屋から
隊列を解放することを意図した，ロマンティックで感情的な性格の運動が出現し始めた。その運動
は同質的ではなく，場所に応じて多様な名称を採用した。フィレンッェでは《一掃隊》（banda
dello　sgombero），ジェノヴァでは《古参者》，マルケでは，古い名称を採用し，起源への復帰の希
望を象徴するため《戦闘ファッショ》を生み出した。この運動は，しばしば，個人的怨恨，地方の
無駄話によりかきたてられ，正真正銘の異論派結社を樹立せず」いずれも短命であったと（47）。
　この異論派の出現は解消されるどころか，23年末から24年初めにかけて，再度激化し（48），組織
的なものになる。とりわけ，選挙の候補者名簿の作製をめぐって（49）。この拡がりは，次の異論派
の新聞の発行によっても，理解される。これらの大部分は23年末から24年初めに停刊させられる
が。アレッサンドリアの『ジョヴィネッツァ』，パードヴァの『正当防衛』，ポテンツァの『新しい
ルカーニア』，ヴィチェンツァの『ババオ』，『再建』，n一マの『再建』，リミニの『船首』，ヴェレ
ートリの『覚醒』『コッリエーレ・ディ・ボルシ』，アスコリの『ファシスト運動』，パルマの『炎』
ヴオゲーラのr家族』，カターニアの『新時代』，r晩禧』，ポーラの『非新聞』，バーリのr新しい
イタリア』，アレッサンドリアのr嘲笑者』r嘲笑』r無関心な人』など（5°）。
　異論派を生み出すに至った各ファッショの内紛は，大部分，「小さな原因のため，小っぼけな人
間によって闘われた小さな戦争」であり，デ・フェリーチェが「詳細に立ち入ることは，実際，不
可能で，また無益である」と記している（5Dように，思想，イデオロギー，路線対立に根ざすもの
ではなく，個々の原因究明それ自体は意味がない。むしろ，意味があるのは，異論主義の広範な現
象そのものが，この時期のファシズムの無秩序さを明らかにしてくれるという点である。
　大雑把にみれば，異論派出現の条件は，各ファッショに複数の有力指導者（ラス）がおり，しか
も，彼らのファシスト歴に新旧の差があり，気質の著しい差がある場合である。それぞれ徒党をか
き集めて党派を形成し，他派を蹴落して，一族と自派で地方権力を独占しようとして，激しい内部
抗争に発展する。敗れた側が異論派になるだけでなく，自力収拾が不可能となる場合には，党中央
の依頼を受けた第三者が介入，双方とも異論派となるケースもある。しかも，特殊な地方的事情を
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背景としているため，きわめて雑多なもので，相互に対立するケースも小なくない。さらに，「フ
ァシスト革命」の徹底遂行を求めるグループ，逆に，「正常化」を求めるグループと将来の展望に
おいても正反対の方向に別れる（52）。
　このように多様な現象である異論派の運動にも，公式のファッショから排除されたファシストと
いう他に，次のような共通項を指摘できる。自発的運動としての「起源のファシズム」信仰。イデ
オロギー，組織の論理よりも，感情，情念の重視。新参者に対する反発と敵対（53）。政治に対する行
動の優位。政治屋と出世主義者に牛じられていると考える党指導部の寡頭政に対する厳しい批判。
　当初，これら異論派運動は分散的で，孤立した地方的現象であったが，その中でも，徐々に永続
的な異論派組織「正真正銘」の異論派組織が誕生する。たとえば，ライモンド・サーラの自律フ
ァッシ・センター，チェーザレ・フォルニの国民ファッシ，G．ルンブローゾの国民ファッシ，ア
レッサンドロ・パドヴァー二のカンパーニア・グループ（54）など。
　これらの自律ファッシも，それぞれにかなり相違を帯びているが，共通性は，「公式」ファッシ
に対抗して，「古参者」が結成した分派であり，ローマの党中央の寡頭政支配に対する厳しい批判
である。これらの自律ファッシは，あくまでも，起源の性格を失ない堕落した「公式」のファッシ
に対して，「真の」「純粋な」「起源のファシズム」を擁護することを目的としていた。その際，彼
らが頼りにしたのは，ファシズムの指導者（ドゥーチェ）ムッソリー二であった。現実の，公式の
ファシズムを否認し，自分達こそ真のファシズムの後継者と自負する彼らの唯一の依り所は，ムッ
ソリー二であった。そのことが逆にムッソリー二の権威の確立に寄与する一要素となる。上記の自
律ファッシの内，サーラとフォルニはミズーリ，コルジー二に協力していくが，ルンブn一ゾはシ
ンパシーを示しつつ，一線を画す。パドヴァー二・グループは最初から一線を画していた。いずれ
も，ムッソリー二主義をめぐるものである（55）。次章で見るように，ミズーリ，コルジー二，サー
ラはムッソリー二主義とも決別，反ファシストに転じるが，大部分の異論派は，ムッソリー二崇拝
の故に，その後，ファシズムに回帰していく。
（注）
（1）　バスティアニー二に関しては，La　voce　di　G・Bastianini（R．　De　Felice），　in　Dizionario　BiQgra丘co
　　Italiano，　Roma　1960－，　voL　7．参照。
（2）　1110do　delP　inchiesta，　P．264．
（3）　Ibid．，　p．258．　G．　Rossini，　op．　cit．，　p．484．
（4）　A．Misuri，　op．　cit．，　p．39．
（5）　ミズーリとピゲッティの決闘の陪審裁定によれば，その風説とは「ピゲッティの後援の下にフェリッ
　　チゴー二の活動によって出現したファシスト組合」が圧力を加え，パチャーノのミシャテッリ侯爵の
　　領地を時価よりも安く買い上げ，2人が2万リラの手数料を得たというものである。A．　Misuri，　op。
　　cit．，　pp．251－5．に陪審裁定の全文収録．
（6）Il　lodQ　dell’inchiesta，　p、261．さらに「ミズーリは，ピゲッティが俸給を得る組織者としてペルージ
　　ァの公的生活を始めた数ケ月後に，下院議員の職を望んだことを好意的に見ず，兵士の資格で下院議
　　員に選出され，ファシスト議員団に登録し，その内部でペルージアのファシズムを代表するという自
　　負心を持とうとした時，ミズーリの軽蔑は増大した」と述べている。
（7）A．Misuri，　op．　cit．，　pp．　38－9．
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（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
（20）
（21）
（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
G．Lumbroso，　op．　cit．，　p。133．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N22年4月8日付けの離脱にあたってのウンブリアのスクワドリタ宛書簡で次のように述べた，「私は，
特に，すべてのファシストではなく，諸君に訴える．というのも，今日，新参者がファシストである
と宣言するのは非常に容易だからだ。わがウンブリアの都市を襲った復興の爆発を諸君は記憶してい
るか？　当時，ウンブリアは美しかった．それは運動であり，信念であった。今日は党であり，偽り
の野心的で，不実な政治屋の集まりである。その傍らに職場（bottega）である経済組織がある」。　A・
Misuri，　op．　cit．，　p．55．
Ibid．，　pp．24，26，32，36．
Ibid．，　p．38．
この点は，バスティアニー二自身も23年4月のムッソリー二宛書簡で，党指導部の活動はそのメンバ
ー達により私物化され，指導部としての機能を果せないでいると嘆いたnR，　De　Felice，　op．　cit・，　L
pp．419－20．
B．Uva，　La　nascita　dello　stato　corporativo　e　sindacale　fascista，　Assisi－Roma　s．　d．　p．38．ファシス
ト・サンディカリズムに関してはF．Cordova，　Le　origiori　dei　sindacati　fascisti，　Bari　1973．拙稿
「ファシスト組合について」『イタリア学会誌』24号（1976年）．「ファシスト・サンディカリズムの理
念と現実」『史林』60巻2号（1977年）参照．
デ・ヴェッキーテルッツォの調査裁定は，ミズーリの支持者はナショナリストを中心にしたあらゆる
色合いの保守派，ピゲッティの支持者はフリーメーソンとすべての民主主義者と色分けしている・
Il　Iodo　delr　inchiesta，　pp．260－1。
Ibid．，　p．264．
Ibid．，　p．265．
Ibid．，　P．267．この時の党書記長M．ビァンキは元革命的サンディカリストであった。
これはrポーポロ・ディタリア』（22年2月2日）に公表された。全文はOpera　Qmnia　di　B・Muss－
olini，　Firenze　1953－79，　XVIII，　p．　496（以下，　O．　Oと略記）p
A．Misuri，　oP．　cit．，　P．44．この書簡を公表したことは，議員団指導部により，内容，形式とも規律
違反と批難された．『ポーポロ・ディタリア』（22年2月5日），in，　O．0．　XVIII，　P・499・
in，　A．　Misuri，　op．　cit．，　pp。49－50．
Ibid．，　pp．47－9．
Ibid．，　pp．55－6．
前記ペルージア支部臨時大会決議への反論，Ibid．，　P．55。
ピゲッティに関連してミズーリは次のように述べている，「この人物は政治を自分の物質的利益に従
属させた．……彼の名はファッシのほとんどすべての指導機関を支配しているあらゆる投機師，すべ
ての野心家，すべての出世主義者の旗となった．彼の精神はファシストの精神とは全くの対立物であ
る。彼の周りには，即席の組織者達と新参者の思惑と寄生主義が開花している」．Ibid・，　PP・55・「平
和協定」をめぐる論争で「帰源への復帰」を説いたムッソリー二も，22年4月3日の全国協議会で
「起源に留まる者は赤坊のままである。……歴史的にも，道徳的にも起源への復帰は不可能である」
と，ミズーリを初めとするこの時期の異論派ファシストの起源への復帰要求を拒否した。0・O・XVIII，
P．199．
A．Misuri，　oP．　cit．，　P．60，　A，　J．　De　Grand，　The　Italian　Nationalist　Association　and　the　rise　of
fascism　in　Italy，　Lincoln－London　1978，　p．139．
「国民革命の日々……私は王宮の窓の下での記念すべき集会で，直ちにローマの世論を復興の革命に
向けることに成功した」A，Misuri，　op．　cit，，　pp．81－2．　cf．　R．　De　Felice，　op．　cit．，1，　p．447．ロー
マ進軍後，ミズーリはムッソリー二と会見しているncf．　C．　Rossi，　Muss。1ini　com’era・Roma　1947・
PP．137－8．その後，ミズーリはムッソリー二内閣に信任投票をした。
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（27）A・Mi・u・i・・ら・it・・PP・61－4・
（28）　この間，国防義勇軍の総司令官となっていたデ・ヴェッキは，この衛生組織をミズーリに委ねる決定
　　がなされたことを電話で伝えた。ミズーリによれば，バスティアニー二を中心とする彼の敵達はこの
　　決定の妨害に動いた．Ibid．，　pp．　63－4．
（29）
（30）
（31）
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
（42）
（43）
（44）
5月9日付け『モンド』はファシスト党報道局の通告を掲載している。in　Ibid．，　p．78．
Ibid．，　pp．91－2．　cf．　G．　Salvemini，　The　fascist　dictatorship　in　Italy，　London　1928．　p．169．
演説全文はA．Misuri，　op．　cit．，　pp．95－122．
この論争に関しては前掲拙稿「ファシズムの危機」参照。
Ibid．，　pp．125－35．　G．　R。ssini，　op．　cit．，　pp．938－9．所収のC．ロッシの第一の覚書参照。
反ファシストの間での反応はTurati－Kulisciof，　Carteggio　VI，　Torino　1959，　PP．31－2．（5月20日
付けクリッショフのトゥラーティ宛書簡），cf．　Salvatorelli－Mira，　Storia　d’ltalia　nel　periodo　fascista，
Torino　1964，　pp．287－8．
「ミズーリ議員の演説後，コルジー二議員は，ウンブリアの代議士と握手し，祝いを述べるために政
府の座席から立ち上った」『エポカ』（6月1日），in　A．　Misuri，　op．　cit．，　p．124．　G　Lumbroso，　op．
cit．，　p．118．
P．Corner，　Fascism　in　Italy，　OxfQrd　1975，　pp．247－8．
『エポカ』（6月13日），in　A．　Misuri，　op．　cit．，　p．84．
Ibid．，　P．85。この結果，アッシジ，テルニの50人のファシストが除名された．
Ibid．，　p．86．「初期のウンブリア・ファシスト」に事態を説明した公開状でも「ファシズムの救済は
彼に由来する」と述べていた．Ibid．，　p．76．だが，これはミズーリの一方的思い入れにすぎない．ム
ッソリー二は，6月24日付けのペルージア県知事宛極秘電で「ミズーリ議員は適当な時に無力にさ
れ，打撃を与えられるよう，彼の行動を注意深く監視することを貴下に要請する」と述べた．O．O．
XXXVIII，　p．372．前出，ロッシの第一の覚書参照。
A．Misuri，　op．　cit．，　p．139．
Ibid．，　p．139．
ミズーリのものはIbid．，　PP．143－78．コルジー二の演説の要点はG．　Lumbroso，　oP．　cit．，　PP．128－9．
この反響はTurati－kulisclof，　oP．　cit．，　P．151，参照。
G．Lumbroso，　op．　cit．，　pp．126－7．
ミズーリは，22年4月8日のスクワドリスタへの離党の手紙で「イタリアのあらゆる土地で，ミラノ
の無能な指導者達に対する反乱は熟している。私はその長となるよう求められたが，私は望まなかっ
た。2っのファシズムを創る努力はしなかった。私は悩みながら去った」と述べていた。A．　Misuri，
op．　cit．，　p．56．
（45）異端派ではなく異論派という訳語を使用したのは，まだ，正統派ファシズム像なるものが未確立のた
　　めである。
（46）
（47）
（48）
（49）
（50）
（51）
（52＞
O．O．　XX，　p．　261．
G．　Luml）roso，　Qp，　cit．，　pp．109－110．
ルンブローゾは，23年10月に成立した新全国指導部も，異論派の意図を理解せず，逆に規律遵守をた
てに抑圧しようとして，内部対立を激化させたと記している。Ibid．，　p．126．
R．De　Felice，　op．　cit，1，　p．553．
G．Rossini，　op．　cit，，　p．91．
R．De　Felice，　op．　cit．，1，　p．415．
ライトルトンは異論派を三つに分類している。（1）ミズーリ，コルジー二，ルンブm一ゾ，ペッローネ3
コンパー二などの純粋保守派，②フォルニ，サーラなどの農業家の過激な非妥協派，（3）パドヴァー二
のカンパーニア・グループとマルケの《自由ファシスト》の不変の非妥協派，いわゆるファシストの
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　　　　革命派A．Lyttelton，　op．　cit．，　pp．286＿7．
　（53）「初期の人々は，．危険な時には大きな門の背後に身を隠し，あるいはrごろつき（raggazzacci）の行
　　　　き過ぎ』を批判し，あるいは全く破壊者の側に参加していたが，その後，黒シャツを着用し，根棒を
一　　↑振りまわしている者達を見つけて，憤慨したのも当然である」G．Lumbroso，。p．　cit．，　p，112．
　（54）・自律ブァッシ・セン．ターに関しては，G．　Rossini，　op．　cit．，　p．528．　R．　De　Felice，　op．　cit．，1，　p．458．
　　　　フォルニはECatala耽o・Fqscismo　e　piccola　booghesia・MilanQ・1979・PP・333　sg9・A・Lyttelton
　　　　op．、　cit．，　p．286．ルンプロrゾの国民ファッシの綱領はG．　Lμmbroso，　op．　cit．，　pp．135－7．パドヴ
　　　　ァニニはR．Colapietra，　Napoli　tra　dopoguerra　e　fascismo，　Milano　1962．参照。
　（ssiパドヴァー二派の新聞『ヴィータ』の23年9月23日号は「A．パドヴァー二がカンパーニァ・ファシ
　　　　ストに与えているモッ．トーは常に不変である。rわれわれの信仰はムッソリー二である』」と全面見出
　．　　しを串した。R。　De　Felice，ρp．　cif・，1，　p．　4S弩．また，ルンブローゾは次のように書いていた，「筆者
　　　　は，あらゆる失望と苦悩を通じて，ムッソリー二に対する信仰を無傷に保っている。歴史は，いつ
　　　　か，偉大な政治家，偉大なイタリア人として，ファシズムのドゥーチェを想起するであろうeだが，
　．　　この献身と称賛は，特定の状況では，彼のいくつかの態度と意見を異にすることを，それらを批判
　　　　し，闘うことを妨げるものではないと確信している」。G．　Lumbroso，　Qp．　cit．，　p．ユ31．
　　　　　　　　　　　　第三章　反フアシスト，A・ミズーリ
　（一）　立憲結社《祖国と自由》”
’さて，ミズーリとコルジー二は，選挙戦を挺に各地の異論派を結集するべく，23年末から動き出
・し（1），翌年1月31日，n一マで立憲結社《祖国と自由》を結成した。最初の執行委員はコルジー二
ぐレッ．ジョ・エミリア），ミズーリ（ペルージア），U．ドゥッチ（カターニナ），’S．スパルティ
（ロごマ），F．タンブレッリ（ペーザロ），　G．・・サエッティ（レッジョ・エミリア）であった（2）。
結成と同時に公表された綱領（3）の基本点は前2回のミズーリの議会演説を敷衡したものである。イ
タリアは「今日もなお移行期を経過しっっあり，安定の確実な保障を提供しうる政治的・社会的秩
序からは遠い」ことを前提とし，国家の基本的支柱，就中「国民の継継の憲法上の信託の保持者，
生きたシンボルとしての王制の不可侵の救済」（1項（4）），「個人の自由，住居の不可侵，出版の自
由，財産の不可侵，結社の権利」（2項），「市民の平和的共存への復帰」「法律で定められた範囲内
での一一切の思想の表明」の権利（4項），私的イニシアティブに委ねられた分野への国家の不介入
と，生産と国民の利益に向けちれる人間の活動の援助に限定すること。一切の組合独占に対する反
対（9項）などを掲げている。　　　　”
　綱領前文でもことわっているように，独創的な主張は存在しない。また「いかなる政治発展の形
態に着手するにせよ，全ての市民を法の前に平等にしている王国の基本法に戻る必要がある」と，
立憲結社とした理由を述べている。一言で言えば，《祖国と自由》はアルベルト憲法と一体となっ
たファシズム前の自由保守主義体制への復帰とその再建，強化を目指す復古運動である。
　ミズーリは，それを，押し留めることのできない「道徳的反乱」，「平和と国民的連帯の名で，正
義と自由の時代を開くことを希求する」運動と説明している（5）。そのため，組織原理もオープンを
原則とし，異論派ファシストのみならず，反ファシストの保守派にも門戸を開放しようとした。こ
のように，《祖国と自由》は，公式のファシズムの方向，自由主義国家の否定，克服ではなく，そ
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の再建，強化という正反対の方向を目指した。その意味で反ファシストとは紙一重である。
　さらに，これは，現実のファシズムの一側面，スクワドリズモの非合法活動への厳しい批判に通
じるもので，それをボリシェヴィキと同類の秩序の破壊，混乱者とみなし，「24年のファシズムと
社会共産主義」は「別のマスクを被った同一の精神の所有者」と，両者を一体視するに至る（6）。
　だが，ツァー二も指摘するように，ミズーリ，コルジー二を初めとする《祖国と自由》の創設者
の中には奇妙な矛盾が存在する。スクワドリスタ（行動的ファシスト）としての過去と合法主義者
（秩序の擁護者）としての現在，保守派の理念とファシストの情熱の共存という矛盾である（7）。ミ
ズーリ自身，《祖国と自由》を「ファシスト精神を所有する新自由民主主義」の運動と規定し（8），
依然として，ファシズムの「起源」信仰（9）を捨ててはいない。この点は，同じようにファシストの
正常化を説き，そのため，ファシストの非妥協派と衝突し，24年5月，ファシスト党を除名された
ロッカには見られない矛盾である。ロッカは戦前からのムッソリー二の友人で，正真正銘の「起源
のファシスト」，であった。だが，スクワドリスタではなく，ミズーリ，コルジー二らが英雄視し
た，21年の「ファシズム」の暴力行為には，その当初から批判的であったα゜）。
　この矛盾は・ミズーリに対する激しい個人攻撃でムッシリー二により指摘される。「元ミズーリ
（ex　Misuri）は初期の（prima　ora）のファシストではなく，第2期’（seconda　ora）のファシスト
であった」，「この今日の民主主義の福音の修道士は極めて犯罪的な形で恐怖を与えた。全ての者は
彼がヘルメットを被り，大きな死の頭蓋骨の像を掲げ，ウンブリアを襲撃し，死と恐怖をばら蒔い
たことを記憶している。……反対派が少しでも慎みを所有しておれば，スクワドリスタの元ミズー
リを評価することを警戒するであろう」，ミズーリは「完全な『農業家の奴隷主義者（schiavista
agrario）』の『ラス現象』（rassismo）を拡めるためにウンブリアに留まろうとした」にすぎず，「卑
怯きわまりない兵役忌避者，きわめて暴力的な棍棒の欧打者（randellatore）である（1D」。
　このため，ミズーリは，それまでの「起源のファシスト」「初期のファシスト」という表現を「第
2群」（seconda　schiera）という表現に変える（12）。
　ところで，上記のような矛盾をはらむ《祖国と自由》は，現実に，どの程度まで，異論派ファジ
ストを結集することが出来たのか。《祖国と自由》の運動に共感を示していたルンブn一ゾは，「フ
ンシスト」の名称を捨て，古い王党派サークルの記憶を呼び起すにすぎない通俗的な名称を採用し
たことは誤りであり，感情的な動機を無視していると批判した。「政治運動においては感情的な要
因の重要性を想起する必要がある。彼らの理念（Idea）のために闘い，堪え，そして，彼らの傍ら
で何百人という信仰の同志が倒れるのを見てきた人々は，前夜の闘争と情熱を想起させる名称を喜
んで放棄することは出来なかった」，《祖国と自由》の宣言は「多くの点で，ファシズムの基本的
観念から離れ，むしろ，自由・民主主義の基礎に向った（13）」。ここには，ファシズムとの関係を断
ち切れない異論派ファシストの心情が卒直に吐露されているが，1それほ他の多くの異論派にも共通
するものであった。さらに，選挙戦を通じて，《祖国と自由》がムッソリー二主義を放棄する時，
両者の関係は決定的となる。多くの異論派にとっては，ムッソリー二主義は，その存在理由の根幹
にあるものであった。ミズーリは述べている，《祖国と自由》とフォ・ルニの国民ファッシとの相違
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は「前者はムッソリー二主義の時期を苦悩をもって，だが，不可避的に克服した，一方，後者はな
おそのまわりを俳徊している。あるいは，むしろ，3月12日〔フォルニがファシストに襲撃され準
日〕の朝にうろついている（14）」。従って「古参ファシスト」の参加は少なかったと言える。このよ
うに，フォルニは，その後，《祖国と自由》とつかず，離れずの関係を保ち，その後かなりの勢力
を持つもので支持するのはサーラの自律ファッシ（本拠はアレッサンドリア）ぐらいである（15）。
マッテオッティ暗殺事件後の24年後半の組織が最も拡大した時期の勢力も，加盟者は2000人足らず
で，比較的加盟者の多い支部はアレッサンドリア400人，ローマ約200人で，他の支部は，より小さ
く，個々の支持者から成るものと考えられる。ざっと挙げれば，レッジョ・エミリア，ペルージ
ア，カターニア，ロヴィー一ゴ，アスティ，フィオレンズオーラ，ダルド，パードヴァ，ヴェネツィ
ア，ベッルーノ，パレルモ，ジェノヴァ，パヴィーア，ボルツァーノ，レッジョ・カラーブリア，
アンコーナ，カタンザーロ，パルマ，モーデナ，リヴォルノ，ミラノ，トリノ，ブレッシア，シラ
クーサなど（16）。24年12月に発行される機関紙の発行部数は5000である（17）。地理的拡がりは少なく
とも全国的であり，その力もそこそこと言える。だが，《祖国と自由》には，異論派ファシストよ
りも，反ファシストの自由穏健派が強い関心を示していた（18）。そのことは，選挙協力をめぐる問
題で明らかとなる。
　（二）選　挙　戦
　1924年1月25日，議会は解散され，2月26日候補者名簿の提出，4月6日投票日と決定された。
この選挙は，前年に議会を通過した新選挙法，つまり，25％以上の得票を得た第1党に議席の3分
の2を与えるというプレミアム選挙法に基づくものであり，ファシスト側は，政府名簿としてファ
シストの他に，側面援助者の伝統的保守勢力をも含む「大名簿」の提出を決定していた。このよう
なファシスト政府の選挙戦術に対して，反ファシスト．側も個別に戦うことの不利は明らかであり，
左翼諸党の統一名簿「プロレタリア・ブロック」作製の動きと，それと平行して全ての保守・中道
の反ファシストを結集する「自由ブロック」結成の動きが生じた。前者の試みは失敗，後者は，1
月26日，人民党が，社会党にまで協力の枠を拡大する方針が受け容れられず，単独名簿提出を決定
したため，人民党抜きで続行され，2月15日，《祖国と自由》のローマの本部で，統一社会党（改
良派），共和党，サルデーニャ行動党，《祖国と自由》，《自由イタリア》，rモンド』紙（アメン
ドラ派），アレッサンドリアの傷夷軍人・復員兵士グループ，《民主主義同盟》（ボノーミ派），
デ・カーロ派グループなどの代表が集った。だが，この段階で，共和党とそれに密接な関係にある
《自由イタリア》は棄権方針を採用しており，統一名簿提出の方針は失敗，そのたあ，集団棄権の
方針に変り，2月18日に再度，会談がもたれたが，これには，《自由イタリア》が欠帝，《祖国と
自由》でもコルジー二が棄権を主張，それに対して，ミズーリが賛成と分裂，また，ザニボー二
（統一社会党員），サルデーニャ行動党は選挙参加支持で，集団棄権の方針も決裂，各党は個別に選
挙戦に突入していく（19）。
　このように，会談が《祖国と自由》のローマの本部で開かれたことは，《祖国と自由》が，ζの
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工作の積極的な関与者であ’っ，たことを示している。自由・保守体制への復帰，現実のファシズムの
行き過ぎ，その非合法活動の側面に対する厳しい批判と正常化への訴え，公式のファシズムに対置
する組織として行動に移ったという点で，《祖国と自由》の方向，思想，行動が中道・保守派の反
ファシスト達の共感を呼んだことは容易に理解される。しかも，中道・保守派は，ミズーリの言う
「初期」ファジスト達の攻撃対象外の存在であった。　　　　　　　　　　　　　　，　“
　当初，ミズーリは選挙参加を執拗に追求していたが，《祖国と自由》の執行委員会は，サーラと
フォルニの反対と下部の大部分の反対にもかかわらず，前述の会議の翌日，2月19日，棄権を決定
’した（20）。それに対し；サーラとフォルニはピエモンテとmンバルディアの2つの選挙区で，異論
派ファシストの名簿を提出した（21）。決議の挙げる棄権理由は，完全な自由の保障がないこと，新
選挙法は，人民に自己の代表を選ぶことを認めていないという2点である。ミズーリは，さらに」、
その具体的理由として，絶え間のない監視尾行，策謀，内外からのスパイ行為，郵便・電信電話
による通信の妨害，警察が特別に目を光らせていること，そして，「政府とファシストの親切な注
意のあらゆる形態」を挙げている（22）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’
　だが，この棄権は《祖国と自由》の弱さの表現といえる。　　　　　　　　　　　　　t
　確かに，ファシスト側の異論派諸潮流に対する態度は厳しいものであった。彼らの大部努はムッ
ソリー二主義を維持していたとはいえ，その運動は客観的にはムッソリー二の権威に対する挑戦と
映ったし，なによりも，この運動は，「公式のファシズム」から分裂し，それに対する対抗組織と
して意識的に措定するに至っては，ファシズム内に亀裂を生み出しかねない運動と考えられた。脚そ
の意味でも，異論主義は「ムッソリー二にとり心臓のとげ（23）」」最も危険な敵であった。・　　：
　既に，選挙戦開始のキャンペーン集会（1月28日）で，ムッソリー二は，、異論派の主張の根拠と
なっていた，古参主義，ムッソリー二主義，取巻批判を激し’く論駁，全面的に異論主義を攻撃して
いた。また翌日の党全国協議会でも，「ファシズムは常に行進中の恐るべき精神的軍隊を表わして
おり，少数の無分別な者の哀れな口論のために，その運命的な歩みを24時間足りとも停止すること
はできない。ファシスト党は常に異論派をその持ち場に留まらせるため奔走しているし，奔走する
であろう。だが，彼らが国民生活を防げるかもしれない時には，政府は最大限の精力をもって介入
する」と威嚇していた（24）。‘　　　　　．　　　　・　．　　　’　　　　　　　、　　　ご
　また，24年3月12日のファシズム大評議会は，異論派ファシストに対して，（1）除名者，離党者を
問わず，党の理念に忠実であり続けた者は再入党を認める。（2）分派組織を結成し，ファシズムの諸
原理を攻撃している者は，裏切者とみなされ，そう扱われると，脅迫と懐柔の硬軟両様の方針を打
ち出した（25）。これは，とりわけ，選挙に立候補したサーラとフォルニに対する厳しい措置によっ
：て実証される（26）。24年11月29日の諸新聞が公表した党書記長F・ジュンタの3月11日付けの北西
部の諸県連盟に宛てた「極密回状」は，「全国指導部の一致した意見の下，閣僚会議議長，ファシ
ズムの長により命令がなされ，県の書記諸君は，サーラとフォルニの両氏をファシズムの最も恐る
べき敵と考えるべきである」として，2人の生活を「不可能」にすること，「集会，会議も許され
るべきではない。いかなる場所に表れようとも，『全てのファシスト』によって，『激しく』攻撃さ
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れるべきである」と述べていた（27）。これを受けて，ノヴァーラ県連書記は党員に「ローマの命令
を伝える。『厳格に』適用されることを了解する。サーラとフォルニは，県では話しをするべきで
はない。『棍棒でぶんなぐられる』必要がある」という内容の「極秘」通達を送った（28）。
　事実，フォルニとサーラは，3月12日ミラノの駅頭でファシストに襲撃され，フォルニは瀕死の
重傷を負う（29）。
　総選挙ではサーラとフォルニの名簿は13，172票（0・2％）を獲得，フォルニのみ当選した（30）。上記
のような，ファシストの公然たる暴力と政府の妨害を考えれば，1万票以上の支持を得たことは，
一応の勝利であったと考えられる。
　ところで，《祖国と自由》は組織として，棄権を決定していたが，その加盟者は南部ではアメン
ドラの当選に寄与し（31），また，反ファシストの中で，共産党と共に共和党の得票の伸びはトップ
であったが，それには《自由イタリア》と異論派ファシストの票が寄与していたと言われる（32）。
だが，《祖国と自由》が組織として棄権を決定したことは，異論派の結集どころか，組織自体の方
向喪失をもたらした。その窮状を救うのが，マッテオッティ暗殺事件の突発による事態の急変であ
る。
r（三）反ファシストへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　li
　「平和協定」をめぐる論戦に関連して，ミズーリは次のようにムッソリー二を評していた。「知識
のあるジャーナリストのはったり（bluff）によって生み出されたムッソリー二の神話は，諸県の下
部から我々を支配していた。意見が対立しようとも，奇妙に人好きがし，異常なほどに大胆な年の
人物に傾倒するという魅力から我々は逃れることができなかった（33）」。その伐《祖国と自由》は
その綱領が示すように，「ファシズム」の枠を踏み越え，大きく反ファシストの側に傾斜するが，
では，ミズーリが最終的にファシズム，ムッソリー二主義から決別するのはいつか。それは選挙戦
におけるファシストの暴力事件を通じてと推定される。とりわけ，3月12日のフォルニに対する7
アシストの襲撃事件と考えられる（34）。総選挙後，カターニヤの《祖国と自由》支部の機関紙r晩
疇』（5月14日）に，選挙の論評を求められ，「過剰な抑圧手段も，ミラノー『ファシズムの出生地」
一がその被造物に打撃を与えることを回避するのに十分ではなかった」と厳しく，「いかさま選挙」
を論評した（35）が，ここに，ミラノでの戦闘ファッッの創設者ムッソリー二批判を読み取るのは容易
である。ムッソリー二主義からの決別は反ファシストに転じたことを意味する。事実，総選挙後の
5月22日，《祖国と自由》は組織再建に着手し，新執行委員として，ミズーリ，コルジー二，ドゥ
ッチ，サーラ，フィU一サを選出，全国協議会は「政府，ファシスト党，その長に対する断固たる
反対」を決議し（36），全面的に反ファシストに転じる。
　6月10日のマッテオッティ誘拐事件の発生後，《祖国と自由》は，選挙連合結成工作の時のよう
に，共産党，社会党を除外した全ての中道右派のファシスト反対派との関係を再び結ぼうとした（37）。
それと同時に，そのメンバー達はいずれも議員ではなく，アヴェンティーノ反対ブロックへの直接
参加は不可能なため，それとは別に，政治的には自由派で，詩人，ムッソリー二の要請で「大名簿」
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に参加，当選したセム・ベネッリ（38）を動かし，9月1日《イタリア同盟》（Lega　italica）を結成す
る。この組織は，アヴェンティーノ派により，政府多数派の分解の徴候として歓迎されたが，しか
し，実体は，ファシズムの非同質性をそのまま引き映しにしたもので，ベネッリにはそれらを統一
する力量がなく，内部対立と綱領の抽象性とあいまって，11月末には，ベネッリの議員辞職，フォ
ルニのファシズムへの復帰，期待したダヌンツィオの参加も得られず，解体する（39）。
　その後，《祖国と自由》はミズーリ，コルジー二，サーラの手で再建され，12月4日，機関紙
『召集の鐘』（Campane　a　stormo）を創刊，12月14日一15日の全国協議会で，緊急の政治提案とし
て，「完全に自由な体制」の下で新たな選挙を準備する過渡的政府の樹立と，ムッソリー二の辞任
と国防義勇軍の解散，を訴えた（40）。だが，「合法性の厳格な枠内で行動する」と，合法主義を維持
し，この点は，国王の介入の期待とあいまって，アヴェンティーノ派の主流とも共通する路線であ
り，《祖国と自由》もアヴェンティーノ反対派のいくつかの地方委員会には参加していた（41）。
　だが，その後，アヴェンティーノ派の消極性，国王の介入のために積極的行動をなさないなど，
不満を高め，直接行動の戦術に探りを入れる（42）。
　その点で，クローズ・アップされてくるのは《祖国と自由》と《自由イタリア》との奇妙だが，
興味深い逆説的関係である。
　《自由イタリア》（43）は，全国復員兵士協会（ANC）が，「ローマ進軍」・後，23年6月に勅令で
法人化されて，政府の保護を受けることになり，急速にファシズムに接近していったのに反対し，
共和党の支持を受け，共和主蒙者の復員兵士を主体にANC内分派として結成されたものである。
24年1月21日，ANCが内部の反ファシストの追放を決議したのに伴い，2月18日，23日の2回の
集会で，ANCから脱退を決定，組織を秘密化し，ファシズムとの闘争を打ち出した。このように
《自由イタリア》は「最初の地下反ファシスト運動」であった。
　この《自由イタリア》の支部創設には，異論派ファシスト，《祖国と自由》のメンバーも積極的
に参加した（44）。その後，《祖国と自由》から組織強化のため，組織合同の提案を行なうが，《自由
イタリア》の方で拒絶する。というのも，2月の集会で，共産主義者，最大限綱領派社会主義者
（社会党）と共にファシスト党内で闘ったことのある者，つまり異論派ファシストの排除を決定し
ていたからである（45）。そもそも，共和主義の立場で，急進的な《自由イタリア》と，王党派で穏
健・保守派の《祖国と自由》とでは，その関係は「水と油」であったと言えるが，他方，両組織に
は共通する点も少なくなかった。ツァー二によれば，反ファシストに転じたジュスティアニー二宮
のフリーメーソンの支援（46），ファシズムを拒否した中小ブルという立脚基盤の共通性，反ファシ
ズムの本質的に道徳的な性格，ファシズム乏共産主義の拒否（あるいは一体視），古い自由主義国
家の革新，戦争の「国民的」革新的意味の称賛など（47）。とりわけ，《自由イタリア》の下部のメ
ンバーは，民主派参戦論者で，「19年のファシスト」であり，20年末のファシズムの明確な「右傾
化」に反対してファシズムから離れたものであった（48）。いずれも，参戦論者で，かつ時期は異な
るが，ファシズムからの離反者という点での共通性があった。
　その後の両者の関係は不透明な部分が多いが，《自由イタリア》の一部に，武力行動の計画が具
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体化して来る。中心的関与者は，ザニボー二，ペッピーノ，サンテ，リッチョッティのガリバルデ
ィ兄弟（G．ガリバルディの甥）達で，就中，リッチッヨティはフランズで，《ガリバルディ前
衛》を結成《自由イタリア》のメンバーとの密接な協力の下に，24年10月から，イタリア遠征の
威嚇を行ない，国内でも《自由イタリア》の中にそれを呼応する動きが生じた。遠征計画自体はフ
ァシスト政府の買収工作によって，スキャンダルと化し，茶番劇に終る（49）。だが，ムッソリー二
の恐怖は想像に難くない。12月末の国防義勇軍の下級将校の強硬な突き上げ（5°）と相倹らて，ムッ
ソリー二は，反ファシストに対する強硬方針に転じ，有名な1月3日の下院演説となる。同日，内
相フェデルゾー二は各県知事に回状を送り，反ファシストに一斉弾圧を加えた。特に，「いかなる
口実にせよ，不満分子を集めうるような，あるいは国家権力の転覆を企図する全組織の解散」命令
により，《自由イタリア》は解散させられた（51）。これはファシズムの独裁化への一歩を示すもの
となる。
　それに対して，前年末，サーラ，ミズーリは，ザ亭ボー二，パッチャルディ，カルツァ・ピー二と
共に家宅捜査を受けてはいたが（52），《自由イタリア》ほどの徹底弾圧の被害は蒙らなかった。《自
由イタリア》の15，000人，機関紙の発行部数20，000に比べ，《祖国と自由》は2000人足らずと勢力
の差（53），《祖国と自由）〉　1ま，その武装行動計画に直接関与せず，琢府の注意を引かなかったため
である（54）。
　このため，あくまでも直接行動を追求するザニボー二（55）は，組織の温存されていた《祖国と自
由》に働きかけ，《自由イタリア》の四散分子を糾合，カペッロ将軍（56）を通じて，『フリーメーソン
から資金援助を受け，活動を継続する（57）。25年12月の「ザニボー二事件に関する警察報告」によ
れば，「3月6日，8日，一ヴィットリオ・ヴェネト街の一ミズーリ宅と，モデルノ・ホテル
で，ザニボー二，コルジー二，サーラ他数名が，私的会合をもち，rグループ』の形で，《祖国と
自由》の古い支部の再生を決定した」。そして，サーラがピエモンテ，ザニボー二とバッティステ
ィがロンバルディアとヴェネト，ミズーリとコルジー二，モレア，パッチャルディが中部イタリア
と組織の任務分担がなされた（58）。だが，25年夏組織上の困難とフリーメーソンからの財政援助途
絶のため組織的活動は不可能となり，ザニボー二はカペッロ将軍と共に個人行動を決意し（59），11月
4日のムッソリー二暗殺未遂に終る（6°）。それと同時に，《祖国と自由》の活動も終る。
（三章・注）
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（3）全文は，A．　Misuri，　oP．　cit．，　PP．　273－5，要点は．　R・De　Felice，　oP・cit・，1，　P・448・L・Zani・art・
　　cit．，　p．400．
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　　　　「219－20，A．　Misuri，　Qp．　cit．，’pp．228幣9．にも収録。ミズーリは自分の行動は「ソヴィエト」の旗
　　　　を引きずり降し，三色旗に取って替えるもの，要するに，秩序維持の牟めの正当防衛的行為であった
　　　　と反論している。Ibid．，　p．232．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（12）L・Zah王，　art，　cit・，　P．408．ロンバルディアとロマーニャで活動していた異論派組織《自歯ファシス
　　　　　ト》はファシズムの19年精神への復帰を説いていたが（R．De　Felice，　Qp．　cit．，1，　P．　662），ミズーザ　’
　　　　は19年はファシズムの「先史時代」と批判した。A．　Misuri，　oP．　cit．，　P．219．　　　　　　　　　、
　　（13）　G．Lumbroso，　op．　cit．，　pp．133－4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　t－
　　（14）A，Misuri，　op．　cit．，　p．209．
　（15）Ibid．，　p．219，　L．　Zani，　art，　cit．，　p．4i1．他に，カターニアで出現し，シチリアとカラブリアで活動し
　　　　ていた勝利党（Partito　di　Vittoria）を挙げているが，実体は不明．　　　　　　　　　　　　　：
　（16）・L，Zani，　art，　cit．，　pp，412，，423，
　（17）　G．Rossini，　op．　cit．，　p．485．
　（18）　アメンドラ，ボノーミ，ルッス，コッコ・オルトウなどが支持と賛意を表明していた．L．　Zani，　arli，
　　　　cit．，　pp．413－4．
　（19）L・L・nd・yt・L・・i・i・t・e・・L’A・・nti・。，　Mi1・n・1973，　PP．18－19．　L　Z・ni，　lt・li。　Lib，n。．・11　P，im。
　　　　movimento　antifascista　clandestino，　Bari　1975，　p．52．工b．　art．　cit．，　pp．416－7．．R．　De　Felice，　op．
、
　　　　cit・，．1，　p．567，には，，第二即会謹で採択されることになっていた集団棄権に関する決議草案が収録さ
　　　　れている。
　（20）A．Misuri，　op．　cit．，　p．180．
　（21）L．Landuyt，　op．　cit．，　pp．37－8．ルンブローゾの国民ファッシは当初から棄権方針，　G．　Lumbroso，
　　　　oP・cit・P・138・パドヴァー二のグループは官憲の妨害で立候補を断念．　L．　Landuyt，　op．　cit．，　P．37．
　（22）A．Misuri，　op．　ci　t．　p。188．事実，最初の書記長ステーファノ・スパルティはスパイであることが判
　　　　明，3月初め除名された。L．　Zani，　art，　cit．，　P，418．
（23）
（24）
（25）
（26）
RDe　Felice，　Qp．　cit．，1，　p．582．
O．O．　XX，　pp，161－5，173．
Partit。　Nazionale　Fascista，11　Gran　Consiglio　cit．，　pp．120－1．この決定は3月13日付け『ポーポ
ロ・ディタリア』に公表された．
3月10日から13日までの問に，ムッソリー二は9通の電報を県知事に送り，二人の行動を監視し，そ
の情報と支持者名，資金援助者などを通報するよう要請した。O．　O．　XXXIX，　pp．96－107．
．（27）G．．Salvemini，　Scrittiミul　fascis皿Q，1，　Milano　1961．』A．　Misqri，望op．雪cit．，髪p．190．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－24一
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　（28）Ibid．，　p．190．モルターラの市長は，市長会議で，党書記長ジュンタと会見した際，異論派は共産主義
　　　　者よりも厳しく扱われるよう注意された。G．　Rossini，　op．　cit．，　p．81．
　（29）　G．Salvemini，　Scritti，　cit．，　pp．187－8．　G：Lumbroso，　op．　cit．，　p．141．
　（30）　R．De　Felice，　op．　cit．，1，　p．585．
　（31）　L．Zani，　art，　cit．，’p．414．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
一「’「’ i32）　R．De‘Feli’cel　oか．　cit．，1，　p．’587．　　　　・　　　・
・・ i33）A；Misuri，　op．Tcit．，　p．’29．さらに，23年5月の除名直後にも次のように述べていた，「ドゥーチェに
　　　　対する私の冷淡な献身を信じさせようとするのは，単純で馬鹿げている。確かに，私は彼を盲目的崇
　　　　拝の的として，’ましてや主人・（padrone）としてではなく，一つの観念の生きたシシボルとして考えて
　　　　いる」。Ibid．，　P．81．・
　（34）　第三章，注（14）参照。
　（35）Ibid．，　pp．234－6，ミズーリは，ファシストの襲撃で受けた傷の治療のため，議会での新選挙法の審
　　　　議には不参加であつた．
　（36）　L．Zani，　art，　cit．，　p．420．
　’（37）　Ibid．．　p．420．
　（38）　ベネッリに関してはLa　voce　di　Sem　Bellelli，　Dizionario　Bogra丘co　Italiano・cit・・Vol・　8・PP・472－
　　　　6．参照。　　　　　　　層　　　’　　　”　　‘
　（39）L．Zani，　art，　cit．，　pp．42i－2．参加者は，ベネッリ，ヴィオーラジポンツィオ・ディ・セバスティア
　　　　ーノ，フォルニの議員，ミズーリ，コルジー二，ロッカ，サイーノ（モルターラの異論派ファッショ
　　　　の書記），ビアンコ（アレッサンドリアの『覚醒』の編集長），カルツァ・ピー二（ローマの異論派フ
　　　　ァシスト）などである。　　　　　　…
　（40）　　Ibid．，　pp．423－4．
　　（41）　　Ibid．，　p．423．　　　　　　　　　’　　　　　、
　　（42）　Ibid．，　p．425．
　　（43）　《自由イタヴア》に関してはL．Zani，　Italia　Libera，　cit。，参照。．
　　（44）　　Ibid，　p．．42．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　〈45）Ibid．，　pp，42，54，’《祖国と自由》からの合同の働きかけの強かったアレッサンドリア（サーラの本
　　　　拠）のr自由イタリア』紙の通信員は，24年11月12日，異論派ファシストの排除は組織方針であると
　　　　確認した上で，「異論派ファシストが，ファシズムを改革するという二切のあいまいな希望を捨て，
　　　　《祖国と自由》に緊密に結集し……ファシズムに対する反対運動を効果的に助ける意図を示すことは
　　　　積極的である」と途べ，「両組織間に既に存在している善隣関係」の維持を誓約した。Ibid．，　p．54．
　　（46＞　フリーメーソンとの関係に関してはA．A・Mola，　Storia　massoneria　italiana　dall’Unita　ad　oggi・
　　　　Milano　1976，　G．　Vannoni，　Massoneria，　fascismo　e　chiesa　cattorica，　Bari　1980．参照。
　　（47）　L．Zani，　op．　cit．，　p．53．
．　　（48）　　Ibid．，　p．17．
　　（49）　これについては工bid．，　pP．96－101・25年1月4日付けの「《ガリバルディ前衛》と《自由イタリア》
　　　　　に関する警察長宮の報告」，Ibid．，　PP．173－85，参照。
　　〈50）A．Lytt・lt・n，　F・・ci・m　i・It・ly・The　sec。・d・w・v・・《Th・JQu・n・1・f　C・nt・mp。・a・y　Hi・t・・y》
　　　　Vo1．1，　n．1（1966）．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　」
、　（51）　フェデルゾー二の回状はA．Aquarone，　L’organizazzione　dello§tato　totaritariQ，　Torlno　lg65，．pp．
　　　　347－9．に収録。その結果について1月6日，フェデルゾー二は閣議で報告した。それによれば，疑
　　　　　わしい95のサークル，150の公共施設が閉鎖，25の破壊者の組織，《自由イタリア》の120のグループが
　　　　　解放させられ，111入が逮捕，655ケ所が家宅捜索された．Ibid．，　pp．　48－9．　L．　Zani，　op．　cit．，　p．125．
　　（52）　L．Zani，　art，　cit．，　p．426．　Id，　op．　cit．，　p．111．
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（53）　L．Zani，　oP．　cit。，　P．64．
（54）L．Zani，　art．　cit．，　pp．425－6．25年12月30日付けの「ザニボー二事件に関する警察長官の報告」（R．
　　De　Felice，　op．　cit．　II，　pp．503－11．に収録）によれば，24年末，ペッピーノ・ガリバルディ将軍が
　　北イタリアを旅行し，《祖国と自由》，《自由イタリア》のメンバー達と接触を持ったとされる．
（55）ザニボー二は，24年に，統一社会党により単独行動の自由を承認され，ファシズムの武力打倒の道を
　　模索していた。L．　Zani，　oP．　cit．，　P．　96．ザニボー二に関してはLa　voce　di　T．　Zaniboni，　Il　movime・
　　nto　operaio　italiano，　Dizionario　bogra丘co，　Roma　1975－78，　VQI．5，　R．　De　Felice，　op，　cit．，　II，
　　pp．139　sgg．参照。
（56）　カペッロ将軍に関してはnLa　voce　di　L；CapPello，　Dizionario　Biografico　Italiano，　cit．，　Vol．18．
（57）A．A．　Mola，　op．　cit．，　pp．507－9．　G．　Vannoni，　op．　cit．，　pp．　227　sgg．「方向喪失の最初の瞬間が過ぎ
　　て，解散させられた結社《自由イタリア》，《祖国と自由》の代表達，ザニボー二，ミズーリ，コル
　　ジー二，サーラ，フォルニ，カペッロのイニシアティブで一国内で一一諸制度の暴力的転覆を断固
　　目指して，再組織化の事業が再開された」，前出「ザニボー二事件に関する警察報告」R，De　Felice，
　　op．　c三t．，　II，　p，505．
（58）　R．De　Felice，　op．　cit．，　II，　p．506，　cf．　L　Landuyt，　op．　cit．，　p．365，　L．　Zani，　art，　cit．，　p．426．　G．
　　R・ssini，．・P・・it・，　PP・82・g9・
（59）　R．De　Felice，　op．　cit。，　II，　p．　507，　L．　Zani，　art，　cit．，　pp．426－7．
（60）R．De　Felice，　op．　cit，，　II，　pp，139　sgg．この結果，統一社会党は非合法化され，その機関紙『ジュ
　　スティツィア』も停刊される。
結 び
　コルジー二は25年11月，フランスに亡命し，26年11月，欠席裁判で課せられた5年の流刑を免れ
た。フランスでは一切の政治活動から手を引き，刑の取り消し後の，36年に帰国した。ミズーリは
国内に留ったが，バスティアニー二の新聞rアッサルト』により，《祖国と自由》とその機関紙を
通じての破壊活動を執拗に攻撃され，27年に逮捕され，5年の流刑に処せられ，32年まで刑に服し
た（1）。
　こうして，ファシズムの独裁化への移行と共に，《祖国と自由》を初めとする異論派の運動も活
動の余地がなくなり，生命を終える。中心的人物達も，国外へ亡命する者，政治活動から身を引く
者，ファシズムへ復帰する者と，四散してしまう。コルジー二は最初の道，ミズーリは二番目の道
を選んだが，大部分はファシズムに復帰する。
　ところで，ミズーリとそのグループの以上の軌跡を見てくると，既に指摘したように，彼らの中
には，行動の重視と秩序の再建という，はたから見れば大きな矛盾がある。この2つの要素は，な
ぜ共存しえたのか。はなはだ困難な問題だが，さしあたり，次のような仮説を提示しておこう。自
発的感情に基づく行動そのものの信仰は，まさにミズーリら保守派を初期ファシズムに駆りたてた
情念である。保守派が全てファシストになったのではなく，彼らだけが行動隊（spuadra　d・az圭one）
に参加し，ファシストになった理由こそ，その行動の契機（モーメント）である。これこそ，誰が
なぜファシスト行動隊員（スクワドリスタ）になったかを解明する鍵となるのではないか。
　最後に，《祖国と自由》の意義について見ておこう。これだけの組織を持ち，全国的に活動して
いた異論派組織は他に無い。それだけでも，特異な存在であった。さらに，反ファシストに転じた
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ミズーリ，コルジー二，サーラなどの存在それ自体が，勃興期の大衆ファシズム・農業家ファシズ
ムの多様性，雑多性を明らかにしてくれる。これら雑多な諸分子の結果を可能にしたファシズムの
包容力が，その急速な発展と短期間での権力掌握を可能にしたと言える。ナチズムとの違いであ
る。
（注）
（1）　ミズーリ，コルジー二のその後については，LZani，　arti，　cit．，　P．427．　M．　Rocca，　op．　cit．，　P．157．
　　G．Rossini，　op．　cit．，　p。485．ミズーリは第二次大戦後の47年5月，短期聞だが『召集の鐘』を王党派
　　路線め『和解と復活のための独立週刊紙』どして再刊した。L．　Zani，　art．　cit．，　P．400．ミズーリの敵
　　手であったバスティアニー二は，その後，外交畑に転じ，43年7月24日一25日のファシズム大評議会
　　　に外務次官として出席し，ムッソリー二の解任を求めるグランディの動議を支持した。
　　　〔付記，本稿は昭和55年度，人文科学研究所個人研究助成の成果の一部である。〕
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Dissidente　fascista，　Alfredo　Misuri
Naotake　Ki士yu
　　Alfredo　Misuri　fondδ，　i123　gennaio　1921，．primo　fascio　u蛋ci皐1e　di　Perugi3　dove．q；v餌tδuno
dei　leader　fascisti　Iocali，　e’“duce”delle　spedizioni　punitive　degli　squadristi　in　Umbria．‘’Eletto
．deputato　nel　1921，　poco　dopo　Misuri　entrδi血contrasto　con．altri　Ieder　del　fascismd．、．umbro，
in　particolare，　con．aastianin三（gia　segretarioぎenerale　umbro，　e　no皿inato　Vice－segretとrio　del　P．
N．Ral　congresso　costitutivo　del　P．　N　F．　del　novembre　1921），　e　con　Pighetti　e　Felicioni
（entranbi　sindacalista－fascista），　per　motivi　politici　e　personali．
　　Da　questo　scontro，　ernerse　la　concezione　conservatorice，　monarchico，　e　anti．sindacalista　che
Misuri　aveva　del　fascismo，　Per　Misuri，　il　fascism　era　movimento　spontaneo　e　sentimentale
con　scopo　dello　abbattimento　di　bolscevismo　e　ricostruzione　dello　stato．11　fascismo　divenuto
dal　movimento　al　partito，　e　burocratizzato　raccogliendo　fascisti　politici，　professionali，　Misuri　lo
pensδdegenerazione．　Il　fascismo　concepito　da　Misuri　era　sempre　movimento　spontaneo　dei
fascisti　puri　delle　origin圭，　e　esteraneo　al　afEarismo　e　arrivis孤o．
　　Ma　scon丘tto　in　questo　scontro，　Misuri　abbandonδil　P．　N．　F．，　e　trasferi　al　movimento
nazionalista．　Rientrδnel　P．　N．　F．　al　momento　della　fusione　tra　fascisti　e　nazionalisti　al　marzo
1923，ne　fu　de丘nitivamente　espulso　nel　maggio　1923，　perchさMisuri，　insistendo　sulla　sua
concezione　conservatorice　e　nolmarizzatorice　del　fascislno，　continuδsempre　a　opporsi　al　fascismo
attuale．1129　maggio　1923．　Misuri　deciso　di　prendere　la　parola　nella　Camera，　e　lo　criticδ
severamente，　e　poco　ore　dopo　fu　duramente　aggredito　dal　fascisti　ordinati　da　Mussolini　stesso．
　　Alla丘ne　de11923，　Misuri　fondδ1’Assoziazione　costituzionale“Patria　e　Liberta”insieme
Corgini，　che　anche　lui　era　fascista　conservatore，　e，　fu　espulso　dal　P．　N．　F．　avendo　approvato
pubblicamente　il　duscorso　di　Misuri，　per　raccogliere　dissidenti　fascisti　apparsi　in　numerosi　paesi．
Questa　assoziazione，　Misuri　la　defini“movilnento　Ileo－liberale－democrazia　con　spirito　fascista”，
ma　subito　dopo，　Misuri，　che丘nora　manteneva　il　mito　del　Mussolini，1nussolinismo，10　abban－
dol1δ丘nalmente　e　trasferl　al　campo　antifascista　insieme　Corgini　e　altri．
　　Ricostruendo　cosl　lo　iter　di　Misuri，　dal　conservatore　al　fascista，　dal　fascista　al　dissidente
fascista，　dal　dissidente　fascista　al　anti－fascista，　possiamo　comprende；e　la　natura　del　peculiare
movimento　dissidente　fascista　conservatore．
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